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地域の課題と企業の力をつなぎ、
ともに事業をつくる地域伴走型中間支援組織

北海道・十勝／浦幌町



人口は50年で3分の1に。2010年には町唯一の高校も閉校

浦幌町について





子どもを真ん中に、官・民・学が19年間連携してきた「うらほろスタイル教育」

高校廃校の危機感から、地域ぐるみの教育が始まった

小学校から中学校までの9年間を、学校と地域が一緒につくる



①人口減少が続く中でも、20代は3年連続で転入超過 
②町外の企業人や専門人材が、転職・移住して参画 
③若い町議、新町長、女性教育長が誕生し、官民協働が加速 

教育から始まった変化が、若者・仕事・地域経営へ



協働により、次世代につながる地域社会のモデルをつくる
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多彩な人材が最大の資産

地域おこし協力隊→定住

経営パートナー
（浦幌出身）

理事（札幌出身・大
学時から浦幌と関る）

創設者
顧 問

（浦幌出身）
顧 問

（人事エキスパート）

浦幌出身者

代表理事（三重出身・
ワタミから起業）

地域おこし協力隊（東京、名古屋、青森、
神奈川、標茶）

出向者（国分、日本郵政、東武
トップツアーズ）

共感参画者（東京・幕別）

顧 問
（元Jリーガー）

経営パートナー



経産省資料
より

行政だけでも企業だけでも解けない課題のすき間を伴走支援する



私たちは「調整役」ではなく、地域共創のプロデューサー

①単なる「調整役」ではなく、関係性を創り出す

②地域と外部の「価値観やスピードの違いを翻訳」する

③一過性で終わらず、地域に新たな循環をつくるエンジン

関係性をつくり、違いを翻訳し、地域に残る事業へ育てる



浦幌を実証フィールドに、3つの共創を始めたい

1.自然資本を、企業と地域の価値に変える
・森林・農地由来J-クレジットの創出と活用 
・生物多様性や水資源の価値を可視化する事業 
・脱炭素・自然共生と地域経済をつなぐ商品・サービス開発

2.再生型農業から、新しい商品と市場をつくる
・リジェネラティブ農業の実証、調達、商品開発 
・十勝陸稲の栽培・加工・流通モデルの構築 
・生産者、企業、研究機関による価値の検証と発信

3.地域での学びを、企業の人材・組織づくりにつなげる
・うらほろスタイルを活かした企業研修・越境学習 
・社員と地域の若者が課題に挑む実践プログラム 
・大学生・社会人を対象とした地域留学

浦幌で小さく始め、検証し、他地域にも展開できるモデルへ



挑戦が生まれ続ける土壌を、未来に手渡す

浦幌から、次の地域共創を一緒につくりませんか。
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